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砂
糖
は
も
と
も
と
わ
が
国
で
は
生
産
さ
れ
ず
中
国
な
ど
か
ら
も
た
（１）
ら
さ
れ
た
も
の
を
主
に
薬
種
と
し
て
用
い
て
き
た
が
、
中
世
に
は
菓
（２）
子
類
な
ど
の
調
味
料
と
し
て
普
及
す
る
よ
う
に
な
り
、
近
世
に
は
オ
ラ
ン
ダ
・
中
国
な
ど
の
貿
易
船
に
よ
っ
て
多
量
に
輸
入
さ
れ
、
高
利
（３）
益をあげ得る交易ロ叩であった。
と
こ
ろ
が
、
一
七
世
紀
後
半
頃
か
ら
幕
府
の
財
政
事
情
が
悪
化
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
幕
府
要
路
の
人
々
や
経
済
学
者
な
ど
の
間
で
長
崎
貿
易
で
支
払
う
わ
が
国
正
貨
の
海
外
流
失
を
抑
制
す
る
こ
と
が
政
策
課
題
と
な
り
、
貿
易
の
縮
小
制
限
論
や
海
外
産
品
の
国
産
化
を
促
す
機
運
が
起
る
中
で
、
砂
糖
に
つ
い
て
も
原
料
で
あ
る
甘
蒔
を
国
内
に栽培し製糖事業を興す必要性を唱える人々がいた。
は
じ
め
に
法政史学第四十三号
和
製
砂
糖
開
産
史
の
研
究
ｌ
池
上
幸
豊
の
製
糖
法
伝
法
を
中
心
に
Ｉ
まず、宮崎安貞は元禄一○年（一六九七）に刊行した『農
業
全
書
』
で
、
砂
糖
は
「
常
に
人
家
に
用
ゆ
る
物
な
る
故
に
本
邦
の
貴賎財を費す事甚し、是を種ろ事よく其法を伝え（中略）
若
其
術
を
尺
し
て
世
上
に
多
く
作
ら
ぱ
、
ゑ
だ
り
に
我
国
の
財
を
外
国
へ
費
し
と
ら
れ
ざ
る
一
つ
の
助
と
な
る
べ
し
」
と
唱
え
、
し
か
も
「是を諸国に広く作る事は、国郡の主にあらずぱ速やかに行
はれがたるべし」と、正貨の海外流失抑制策として幕藩領（４）
主
の
主
導
に
よ
る
砂
糖
国
産
化
を
は
か
る
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
また、六～七代将軍のもとで幕府の政策立案の中枢を担
っていた新井白石は、正徳五年（一七一五）近衛基煕に宛
て
た
書
簡
で
、
「
毎
年
海
外
南
地
よ
り
砂
糖
の
渡
り
来
り
侯
、
も
と
よ
り
下
直
の
物
に
候
へ
ど
も
、
我
国
の
貨
を
そ
の
代
と
し
て
渡
し
侯
事も、年を積永候へはおひた上しく、つゐには六十余州通
仙
石
七八鶴
義
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行
の
貨
を
減
し
候
事
仁
侯
」
と
、
輸
入
砂
糖
に
支
払
う
わ
が
国
正
貨
の
海
外
流
失
を
憂
い
、
そ
の
対
応
と
し
て
砂
糖
の
原
料
で
あ
る
甘
薦
に
つ
い
て
、
中
国
で
の
栽
培
地
と
比
較
し
て
「
我
国
と
大
か
た
日
道
の
相
さ
り
候
事
は
同
じ
ほ
と
の
こ
と
と
存
じ
候
、
然
ら
ば
我
国
と
て
も薩日士紀駿の州の地にうへつけ侯はＬ、必ず繁桁し候事、
た
と
へ
は
木
綿
陣
草
の
南
物
の
こ
と
く
な
る
へ
く
侯
」
と
栽
培
の
可
能
性
を
見
通
し
た
う
え
で
、
薩
摩
藩
島
津
家
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
近
衛
基
煕
に
対
し
て
「
蕨
根
の
こ
と
に
お
ゐ
て
は
、
薩
州
へ
御
申
あ
そ
ば
ざ
れ
侯
は
上
必
ら
す
来
り
侯
へ
ぎ
事
に
侯
、
御
別
業
に
も
う
へつけられ、御試も被遊ましく候飲、某へもわかち被下候
は
Ｌ
、
相
州
の
知
行
所
に
暖
地
有
之
候
に
、
う
へ
試
承
た
く
候
」
と
い
い
、
す
で
に
琉
球
に
お
い
て
黒
砂
糖
を
生
産
し
て
い
た
薩
摩
藩
か
ら
甘
薦
苗
を
譲
り
受
け
、
基
煕
に
も
試
植
を
す
す
め
、
自
ら
も
相
模
（》ｂ）
国の知行地に試植を希望していることを伝鰐えている。
ちな承に、長崎貿易を通じて輸入された出島糖あるいは
唐紅毛糖と呼ばれる砂糖は、寛永以後正徳年間までは年間
一一一五○万斤、正徳以後は四三○万斤に制限されていたが、
例えば寛永一八年（一六四一）の中国船による輸入量は五
七五万五○○斤、正徳元年の中国・オランダ両国船による
輸入量は五八六万二○六○斤であり、いずれも制限量をは
（６）
るかに超過していた。このため白石をはじめとする幕府要
和製砂糖開産史の研究（仙石）
路
の
人
女
に
と
っ
て
は
、
長
崎
貿
易
に
費
す
正
貨
の
海
外
流
失
抑
制
策
の
一
環
と
し
て
砂
糖
の
国
産
化
事
業
を
興
す
こ
と
が
殖
産
政
策
の
大きな課題になっていたのである。
このような情況のもとで、砂糖の国産化をはかる必要性
は
享
保
改
革
期
に
徳
川
吉
宗
に
も
認
識
さ
れ
、
享
保
二
年
（
一
七
二六）から幕府の殖産興業策の一環として具体的に模索・
試行されるようになった。
この経緯は、吉宗の小姓役を勤めた磯野政武が著わした
「仰高録」によると、吉宗は同年八月「甘蕨栽培法を普く
諸国に尋ぬ。此の時廩門の船頭李大衡来て長崎に在り。命
（７）
じ
て
製
糖
法
を
録
進
せ
し
め
」
た
と
あ
る
。
ま
た
「
有
徳
院
御
実
紀」によると、「砂糖も今は日用欠き難き物と成れば、唐
土
よ
り
来
る
を
待
た
ず
、
我
国
の
産
を
こ
そ
用
ゆ
く
け
れ
と
て
廿
薦
栽
培
の
法
を
普
く
尋
ね
給
ひ
し
に
享
保
十
二
年
松
平
大
隅
守
継
豊
が
家
人
落
合
孫
右
衛
門
と
云
ふ
も
の
薩
摩
国
よ
り
出
て
来
れ
り
。
培
植
の事をも委しく申しければ、其の教を受けしめ、浜の御庭に
て作らしめ給ひ、又駿河長崎等の地にも植へられ、延享の
は
じ
め
に
は
、
専
ら
こ
の
事
を
沙
汰
し
給
ひ
、
深
見
新
兵
衛
有
隣
等
に
仰
下
さ
れ
て
、
天
工
開
物
を
は
じ
め
府
志
、
県
志
等
諸
書
よ
り
考
へ集められ、又長崎に来りし唐商李大衡、瀞竜順等にも問
はしめられしかぱ、各製造の事を書て上れり。吹上御庭の
七九
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下吏岡田丈助某と云へるは、心利きたるものにて、梢製造
に熟せり。小姓磯野丹波守政武屯仰を詩て、吹上に到り火
候等試ふし事もあり。しかもその頃は土性に応ぜざるにや
唐土の如く多くは出来難かりしかど、寛政の始に至りては
諸国共に多く作り出し、唐よりも盛んに行はれ大師河原な
どの地にては、氷糖をさへ容易に製することとなりしも、
全
く
こ
の
御
時
の
御
心
の
錠
の
漸
く
表
は
れ
け
る
に
こ
そ
あ
り
あ
れ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
享
保
二
年
に
着
手
さ
れ
た
（８）
砂糖の国産化は寛政期には各地に普及したという。
ところで、この砂糖国産化事業は前述のように幕府の主
導によって着手されたが、その後幕府の殖産興業策と密着
しながら実際に甘藤栽培法・製糖法の試行を繰り返し、こ
れらの伝法・普及に尽力した人物が武蔵国橘樹郡大師河原
村の名主役を勤めた池上太郎左衛門幸豊である。
池上幸豊は、享保三年大師河原村に生まれ、一二歳のと
ぎ父幸定の跡を継ぎ同村名主役を世襲し、元文二年（一七
三七）から成島信遍（道筑）に師事し経世の術と殖産興業
に基づく国益思想を学び、延享三年二七四六）から宝暦
二年（一七六一）にかけて、多摩川河口の海辺部の新田開
発を幕府に献策し、ついに池上新田を開いている。彼はこ
の
事
業
の
一
段
落
し
た
宝
暦
二
年
か
ら
本
格
的
な
製
糖
事
業
に
取
法
政
史
学
第
四
十
三
号
磯
野
政
武
の
著
し
た
「
仰
高
録
」
に
よ
る
と
、
享
保
一
二
年
幕
府
は
琉
球
よ
り
取
り
寄
せ
、
浜
お
よ
び
吹
上
御
苑
に
試
植
し
た
廿
蕨
を
武
蔵
国
葛
飾
郡
砂
村
新
田
・
橘
樹
郡
大
師
河
原
村
等
へ
移
植
し
た
と
（Ⅱ）
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
大
師
河
原
村
と
は
池
上
幸
豊
の居村であり、このときの同村名主役は父幸定である。
幸豊が認めた「和製砂糖一件御用相勤来候由緒書」によ
ると、池上家が糖業とかかわるようになった時期は、「砂糖
製法心掛ヶ候は享保之度異国より甘藤苗御取寄、武蔵国新
田へ御植付御座侯節、御小納戸御頭取磯野丹波守様御取扱
ヲ
以
、
植
付
方
御
掛
り
御
代
官
川
崎
平
右
衛
門
様
よ
り
右
苗
六
根
頂
り
組
糸
は
じ
め
、
寛
政
一
○
年
二
七
九
八
）
に
没
す
る
ま
で
、
甘
藤
栽
培
・
製
糖
技
術
の
改
良
と
伝
法
・
普
及
、
製
糖
人
口
の
育
成
と
拡
大
を
は
か
り
、
国
産
砂
糖
（
以
下
、
輸
入
砂
糖
に
対
し
て
和
製
砂
糖
と
い
う
）
の
流
通
機
構
の
確
立
を
は
か
る
た
め
砂
糖
座
の
設
置
を
幕
府
に
は
た
ら
き
か
け
る
な
ど
、
和
製
砂
糖
の
盛
業
化
に
尽
力
し
て
（９）
「和製砂糖の一元祖」たる地位を築いた人物である。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
池
上
幸
豊
が
実
践
し
た
砂
糖
国
産
化
事
業
の
展
開
と
廿
蕨
栽
培
・
製
糖
技
術
の
伝
法
・
普
及
に
果
た
し
た
役
割
に
〈、）
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
池
上
幸
豊
と
和
製
砂
糖
の
開
産
八
○
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（吃）
載仕」とあり、享保年中のこととしている。
と
こ
ろ
が
、
右
の
記
事
に
「
御
代
官
川
崎
平
右
衛
門
様
よ
り
右
苗
六
根
頂
載
仕
」
と
あ
る
が
、
川
崎
平
右
衛
門
が
代
官
に
登
用
さ
れ
た
時
期
は
宝
暦
四
年
二
七
五
四
）
七
月
で
あ
り
、
池
上
家
が
享
保
年
中
に
甘
薦
苗
を
入
手
で
き
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
「
仰
高
録
」
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
大
師
河
原
村
に
移
植
し
た
苗
を
、
池
上
家
が
管
理
を
委
ね
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
同
家
が
砂
糖
国
産
化
の
た
め
廿藤栽培に本格的事業に取り組むまでにいたっていなかっ
たと考えられる。
池
上
家
が
砂
糖
国
産
化
事
業
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
幸
豊
の
と
ぎ
で
あ
る
。
そ
の
時
期
は
前
述
の
由
緒
書
を
は
じ
め
多
く
の
池
上
家
文
書
で
は
享
保
年
中
か
ら
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
幕
府
の
砂
糖
国
産
化
事
業
の
始
ま
り
と
呼
応
さ
せ
る
た
め
の
意
図
的
な
記
述
であろう。
す
な
わ
ち
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
の
由
緒
書
の
下
書
で
は
、
初めに「什三年以前延享一一一寅年始而蕨種ヲ得」と書かれた
個
所
を
抹
消
し
、
「
三
十
年
以
前
享
保
年
中
始
而
蕨
種
ヲ
得
」
と
書
き
改
め
て
い
る
。
ま
た
、
明
和
六
年
に
幕
府
勘
定
所
に
願
い
出
た
廻
村
願
の
写
し
の
文
中
に
「
私
儀
砂
糖
製
法
心
掛
ヶ
候
は
、
几
弐
拾
ヶ
年以前延享年中より之儀一一而御座候」とあり、さらに「砂
糖
製
法
勘
弁
」
に
も
「
延
享
五
辰
年
製
法
之
秘
事
肥
前
国
長
崎
人
◎
和製砂糖開産史の研究（仙石）
伝諺其後日向国日高氏を養諺又長崎小曽根氏養子活州ヲ
養
、
是
製
法
ヲ
可
問
ダ
メ
也
」
と
あ
る
。
これらの記述から幸豊が甘藤を入手し得た時期は延享三
年であり、この直後から製糖法の修得に努めるようになっ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
は
い
ま
だ
幕
府
の
砂
糖
国
産
化事業に即応したしのではなかった。
幸豊が幕府の砂糖国産化事業と直接的にかかわるように
なったのは宝暦二年に田村元雄に出会ってからである。
す
な
わ
ち
、
延
享
年
間
か
ら
一
七
年
間
の
歳
月
を
か
け
て
中
国
の
『天工開物』等をもとに製糖法を編承出した田村元雄は、
宝
暦
二
年
手
製
の
砂
糖
を
勘
定
奉
行
一
色
政
抗
に
検
分
を
受
け
た。この砂糖のできばえの良さに勘定所では幕府で植付け
ていた廿藤を同人に分与し「当冬製作致売出候様一一」申し
伝えた。ところが、元雄自身は「医業之身一一而売広〆之事
難致候間、外々之老江伝法致、世上一一弘候様致候」と辞退
し、彼の代りに普及役を勤めさせる人物として「大師河原
村
池
上
太
郎
左
衛
門
と
申
百
姓
年
来
砂
糖
之
儀
を
心
掛
ヶ
、
藤
を
も
植置、年々少々シ、手製致候由二御座候得共、少々之儀一一
而碇と砂糖一一老成兼候様子一一奉存候、乍去年来心掛ヶ中老
一一御座侯間、為申聞候〈上出精も可致哉と申上侯」と池上
幸
豊
を
推
薦
し
、
同
年
五
月
同
人
を
自
宅
に
招
き
そ
の
旨
を
伝
え
て
八
一
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いる。その際、元雄は和製砂糖の生産普及に対する幕府の
趣旨について、「御公儀一一而製作被仰付侯而者御入用掛、売
払
之
直
段
二
御
見
合
候
而
〈
引
合
不
申
候
二
付
、
是
二
而
〈
世
上
一
一
弘リ可申様無御座侯間、下一一而製作被仰付、右入用と売払
之直段御引合せ御様被遊度との御儀と存候、其上一一而世上
江弘リ候様一一被遊度思召」と伝えたうえ、普及役を引き受
けるように説得している。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
幕
府
が
自
ら
和
製
砂
糖
を
製
造
し
販
売
し
て
も
負
坦
が
大
き
く
収
益
を
あ
げ
得
る
見
込
承
が
な
い
た
め
、
和
製
砂
糖
の
製
造
普
及
を
在
野
に
お
け
る
殖
産
家
の
努
力
に
委
ね
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
幸
豊
は
、
延
享
三
年
に
出
願
し
た
大
師
河
原
・
大
島
両
村
地
先
の
海
辺
約
一
○
○
町
歩
の
新
田
開
発
計
画
が
宝
暦
三
年
に規模を一五町歩に縮小してようやく許可され、同九年に
竣工したばかりで、池上新田として同一二年に検地を受け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
時
期
に
、
「
我
等
儀
新
田
開
発
御
願
中
上
閑暇無之候得共、為御為被仰付候事二侯ハム、御奉公筋と
奉存候間、少々も製作可仕候」と和製砂糖の製造に関与す
る意志を示している。しかし、これは「拙者方汐相望候而
願申事一一而者無御座候、新田開発二懸り合居なから又外事
二手ヲ出シ申様一一も被為思召候而〈迷惑仕候」と、自らの
法
政
史
学
第
四
十
三
号
事
業
的
野
心
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
う
え
で
、
彼
が延享年間から甘薦の試植を行ってきた理由について、「蒔
く
海
浜
二
宜
物
と
承
候
二
付
、
海
浜
新
田
を
心
掛
中
身
二
者
一
方
助
二も相成、又一一一者其頃御公儀様一一而植付等被仰付侯様子
も及承申侯二付、若土地相応致宜も出来致候〈▲御奉公筋
一一も可相成、御恩沢を少シハ報申事もやと存不絶心掛申候
事二御座侯」と述べ、「此度被仰付一一而可有之侯〈Ｌ、多
年之存念相叶候事と難有奉存侯」と田村元雄の説得を受け
入れ、次のような請書を差出している。
口
上
認
書
甘薦草之儀、海辺之士地一一宜物と承伝候二付、拙者儀
海中新田開発之心掛御座候間、数年来少々シ入植付手
製仕候得共、元来種少御座候二付心低一一不仕候間、猶
又貴殿御相伝を請白黒砂糖和製之所相仕立申度候、此
上御手筋も御座侯而御上之御甘蕨苗頂載之儀御願も被
下候〈上、此上も無御座冥加至極難有可奉存候、尤植
付之儀〈海辺ニ古田新田共二所持仕候間、近年之内手
広二相仕立申度願二御座侯、以上
宝暦十一巳年五月武州橘樹郡大師河原村
百
姓
太
郎
左
衛
門
田
村
元
雄
殿
八
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この結果、幸豊は田村元雄から製糖法の伝授を受け、幕
府所有の廿蕨苗を分与してもらうことを条件に和製砂糖の
開
産
に
参
画
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
年
一
○
月
に
田
村
元
雄
の
仲
介
により勘定所から葛飾郡砂村新田に植付けていた甘蕨根株
二五株、同茎一○○○本、翌月には浜御殿園中に植付けて
いた根株一三株、茎一七五本を分与された。この根株と茎
は翌年春大師河原村に植付けたが、寒気が強く、植付け場
所が湿地がちであったため大半を腐らしてしまった。その
ため幸豊は幕府から与えられた甘藤の栽培について「又々
腐候而〈御大切之御種を鹿末二仕候様二相成申候間、外一一
望候人も可有之候〈上、先当年〈外江譲り申度」と消極的
になり、田村元雄に辞退の意向を伝えている。しかし、翌
一二年一○月、田村元雄は幸豊に対して「たとひ腐れ候と
ても御頂戴可被成候、皆腐れ申とても其元の御不調法一一〈
少も相成不申候」と説得し、浜御殿園中に植付けていた根
株八○○○株を与えて、甘蕨栽培を継続させている。
と
こ
ろ
で
、
幸
豊
が
甘
蕨
栽
培
に
消
極
的
に
な
っ
た
背
景
は
、
甘
蕨栽培の技術がいまだ試植の域を出ず、製糖の将来性に不
安
を
も
っ
て
い
た
こ
と
や
、
同
時
期
に
池
上
新
田
を
は
じ
め
海
辺
新
田の開発に意欲的であった幸豊にとって甘蕨栽培に成功す
れ
ば
そ
の
利
益
を
新
田
開
発
資
金
に
充
当
し
得
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
和製砂糖開産史の研究（仙石）
思惑が期待外れになったことがかなり影響していると推測
される。
し
か
し
、
幸
豊
は
そ
の
後
も
甘
蕨
栽
培
と
製
糖
技
術
の
修
得
に
努
め
て
い
た
が
、
本
格
的
な
事
業
意
欲
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
和一一年（一七六五）江戸芝永井町の町医師河野三秀が製糖
法
を
編
承
出
し
た
こ
と
を
知
り
、
彼
を
向
宅
に
招
き
製
法
を
論
談
し
、
黒
・
白
砂
糖
の
試
製
に
成
功
し
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
同年一一月、河野三秀は江戸町奉行所に次のような願書
を
差
出
し
て
い
る
。
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
一
、
芝
永
井
町
家
主
利
兵
衛
店
河
野
三
秀
申
上
候
、
私
儀
多
年
相心掛ヶ甘蕨作り方井白砂糖製造致候、去申年中汐製
造
仕
、
又
候
当
年
製
造
仕
候
処
、
｜
段
宜
川
来
仕
候
、
尤
天
工
開物・農政全書・本草綱目等一一〈初黒砂糖一一仕、右黒
砂糖を白砂糖二仕候様一一相見候得共、私製造〈右之致
方一一而無御座最初ろ白砂糖二製造仕候、尤黒砂糖も出
来仕候得共、是又右之書物之通一一〈出来不仕候、右両
様共一一製造被為仰付被下置候様奉願上候、勿論甘蕨植
付之義〈諸国相応之地面御庫候間、右之畑江植付方井
白砂糖・黒砂糖両種共製方致伝授、右出来仕砂糖相対
売
不
仕
、
私
江
和
製
砂
糖
座
被
為
仰
付
被
下
置
候
〈
Ｌ
難
有
奉
八
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存
侯
、
然
ル
上
〈
御
運
上
之
義
被
為
仰
付
次
第
差
上
可
申
侯
（後略）
こ
の
願
書
を
提
出
し
た
河
野
三
秀
の
出
自
や
製
糖
法
の
開
発
に
携
った経緯は明らかでないが、彼の製糖法は田村元雄の製糖
法より秀れていたようである。彼はこの技術的な裏付けの
もとに甘藤栽培と製糖法の伝法をはかり、製造された和製
砂糖は製糖人が「相対売」をせず、河野三秀名儀で設置す
る和製砂糖座で売買できるように町奉行所へ官許を願い出
たものである。官許のあかつぎには幕府に運上金を上納す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
一方、幸豊は河野三秀の製糖法と和製砂糖座構想につい
て翌一二月伊奈半左衛門役所へ次のような願書を差出して
いる。（前略）私儀五年以前巳年甘藤種被下置候節、於御奉
行所被仰渡候へ出精作立砂糖製造仕出来次第御訴中
上侯様一一と被仰渡候二付、年々手製仕田村老迄指出し
候得共、是又誠之砂糖一一〈出来不仕候、然ル所一一
江
戸
芝
永
井
町
家
主
利
兵
衛
店
医
師
河
野
三
秀
右之者当年不斗参会仕、糖製之儀論談仕候処、甘薦之
作方製方功名之由一一御座侯間、当霜月上旬私方江相
法
政
史
学
第
四
十
三
号
招、当年私方一一而作候廿薦を以製造為仕、始終共二付
居見届ヶ申処、黒白砂糖二種共一一無相違出来仕候二付、
右
二
品
奉
入
御
覧
候
、
（
中
略
）
右
三
秀
伝
法
之
通
二
仕
候
得
〈
、
当
時
売
買
之
砂
糖
直
段
二
引
合
せ
申
候
而
利
分
も
可
有
御
座積二相見へ申侯、（中略）三秀願之趣く、諸国二而相
応
之
土
地
を
見
立
可
申
上
候
間
廿
薦
植
付
被
為
仰
付
、
製
法
等
之儀二一一秀方汐相伝仕和製砂糖白黒共二沢山二出来致
候様二仕御国益二仕度旨を申侯、尤其節一一至候〈上、
右
伝
法
之
者
共
製
造
之
砂
糖
相
対
売
不
仕
、
三
秀
儀
和
製
砂
糖
座二被為仰付被下置候様一一と奉願侯、左候〈上相応之
御運上も上納仕候様二仕度旨奉願候、（中略）私儀〈先
達而甘藤種頂載仕、其上此度私方一一而製造為仕相様シ
白
黒
砂
糖
無
相
違
川
来
仕
候
二
付
、
御
国
益
之
儀
と
奉
存
御
訴
申上侯（後略）
つ
ま
り
こ
の
願
書
に
よ
る
と
、
幸
豊
は
河
野
三
秀
を
自
宅
に
招
き
砂
糖
の
製
造
を
行
わ
せ
た
と
こ
ろ
間
違
い
な
く
白
・
黒
砂
糖
二
種
が
で
き
た
。
こ
の
結
果
、
田
村
流
の
製
法
で
は
「
誠
之
砂
糖
」
に
な
り
が
た
い
の
に
対
し
て
、
河
野
流
の
製
法
で
は
で
き
あ
が
っ
た
砂
糖
は
売
買
に
も
引
き
合
い
利
益
を
あ
げ
得
て
成
業
化
の
可
能
な
こ
と
を
訴
え
、
こ
れ
を
諸
国
に
拡
布
す
る
に
は
相
応
の
土
地
を
見
立
て
て
甘
藍
を植付けさせ、製糖技術は河野流の製法を伝法し、できあ
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が
っ
た
砂
糖
は
河
野
三
秀
名
儀
の
和
製
砂
糖
座
で
一
手
に
販
売
で
き
る
よ
う
に
官
許
す
る
こ
と
を
具
申
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
記
の
よ
う
な
具
申
を
し
て
い
る
幸
豊
に
と
っ
て
、
心
底
は
必
ず
し
も
河
野
三
秀
の
製
糖
事
業
構
想
を
積
極
的
に
援
助
す
る
つ
も
り
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
明
和
三
年
正
月
、
幸
豊
が
田
沼
意
次
の
家
臣
井
上
寛
司
に
宛てた「存寄書」によると、三秀は「逸徹成気性之者一一御
座候而、見合罷在候儀をもとかしく奉存町奉行所江三秀願
書
差
上
」
げ
た
が
、
「
製
法
之
仕
方
無
造
作
」
で
あ
り
、
和
製
砂
糖
座
も
「
甘
蒔
生
立
砂
糖
製
法
出
来
已
後
売
買
仕
候
節
之
儀
一
一
御
座
侯、右願之義を甘蕨少ク御座候而〈御益一一不相成」と訴え、
当面は甘薦の増殖をはかるべきことを主張している。
両
者
の
間
に
ど
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
が
あ
っ
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
幸
豊
は
こ
の
「
存
寄
書
」
の
中
で
「
私
儀
数
年
来
甘
藤
植
付
作
方
肥
之
仕
方
種
子
之
囲
様
等
之
儀
も
種
々
仕
試
覚
申
候
二
付
、
甘
薦
一一相応可仕土地ヲ見立植立候而、利潤御座候儀ヲ百姓共得
と為申聞、山野之空地或〈川除堤又〈畑廻り杯田地一一不障
可然場所江〈百姓共出精次第二為植付」、「植付之仕方手入
等
之
儀
〈
私
覚
有
之
儀
二
御
座
侯
間
、
所
々
相
廻
指
南
仕
、
利
害
為
申聞、得心之者江へ廿薦沢山一一仕立させ、百姓利潤之程を
も能程一一勘弁仕、製法之儀も油断不仕、運上指上候儀も指
和製砂糖開産史の研究（仙石）
滞不申様取計、私御奉公筋一一仕度」と述べ、河野三秀を差
し越して自ら甘蒔増殖・製糖技術の伝法・普及を担いたき
旨を表明している。
幸豊のこのような意欲は翌月勘定所の「甘薦一一相応之士
地ヲ見立、山野空地或〈堤等へ植付サセ可申由ヲ申候、い
つれの場所ヲ見立候哉、何方廻村可仕存寄二候哉」という
尋問に対して、「私所持仕候苗ヲ以橘樹郡之内川崎領・稲
毛領村々江植付サセ侯積り、右苗村点一一而請取植付等之節
私指南ヲ請ヶ候様一一被仰渡被下、其節〈廻村仕指図可仕覚
悟一一御座候、苗沢山ニモ相成候上一一〈相応之士地ヲも見立
可申上候」と答え、居村近辺の橘樹郡川崎・稲毛両領の村
村から甘蕨栽培指南を行う意向を示している。
そして幸豊はまもなく居村近辺の村々への廿蕨栽培を実
施
す
る
た
め
勘
定
所
に
願
書
を
出
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
た
勘
定
所では早速伊奈郡代役所を通じて川崎・稲毛・神奈川三力
領の村々に甘薦植付けの意向を質すと、川崎領では一宿ニ
カ
村
、
稲
毛
領
で
は
一
九
力
村
、
神
奈
川
領
で
は
二
宿
二
力
村
か
ら植付け希望の請書が出されたので一一一月二一日に幸豊の願
い
を
認
め
、
四
月
に
植
付
け
指
南
に
取
り
か
か
ら
せ
て
い
る
。
こ
の
年の成果は「雨湿気故一一哉過半腐侯」という有様で、植付
け
甘
蒔
苗
四
五
一
一
株
に
対
し
て
実
際
に
芽
立
ち
し
た
の
は
四
三
株
八五
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（九・五％）に過ぎなかったが、幸豊にとっては具体的な
廿蕨栽培伝法の第一歩であった。
ま
た
、
三
月
に
は
、
幸
豊
は
「
甘
藤
植
付
之
積
立
」
と
い
う
甘
蕨
増
殖
仕
法
を
立
案
し
、
田
沼
意
次
の
内
覧
を
経
て
勘
定
所
に
差
出
し
て
い
る
。
こ
の
仕
法
は
初
年
度
に
二
○
○
○
本
の
甘
薦
苗
を
用
意
し、これを「壱株二付五本立」に植付けると収穫時には一
万
本
と
な
る
。
こ
れ
を
一
本
当
り
永
三
文
で
買
い
取
り
、
九
○
○
○
本
は
種
苗
に
囲
い
置
き
、
残
り
一
○
○
○
本
を
製
糖
用
に
当
て
れ
ば
お
よ
そ
二
○
斤
の
砂
糖
が
で
き
る
と
見
込
み
、
二
年
目
に
は
、
初
年
の
根
株
を
二
分
割
し
て
四
○
○
○
株
に
殖
や
し
、
さ
ら
に
前
年
に
囲
い
置
い
た
茎
を
一
本
当
た
り
二
本
に
し
て
植
付
け
る
と
収
穫
時
に
は
二
万
本
と
な
る
。
こ
れ
を
前
年
同
様
に
買
い
取
り
、
一
○
万
本
を
翌
年
の
種
苗
に
用
意
し
、
一
万
本
を
製
糖
用
に
当
て
れ
ば
二
○
○
斤
の
砂
糖
を
製
造
で
き
る
と
見
込
糸
、
三
年
目
に
は
、
前
年
と
同
様
の
仕
法
で
種
苗
を
殖
し
て
植
付
け
る
と
一
一
三
万
本
の
収
穫
と
な
り
、
全
部
製
糖
用
に
当
て
れ
ば
二
万
四
○
○
○
斤
の
砂
糖
が
で
き
、
白
砂
糖
一
斤
に
つ
き
代
銀
一
匁
五
分
、
黒
砂
糖
一
斤
に
つ
き
代
銀
一
匁
で
売
り
捌
け
ば
平
均
六
○
○
両
の
売
上
げ
と
な
る
。
こ
れ
か
ら
初
年
か
ら
三
年
目
ま
で
の
道
具
代
・
製
法
場
家
作
料
・
燃
料
代
等
の
経
費
一
六
八
両
、
甘
薦
買
い
取
り
代
金
四
○
二
両
を
差
し
引
く
と
三
○
両
の
利
益
を
見
込
め
る
。
四
年
目
以
後
は
前
年
の
根
株
を
二
分
割
し
て
植
法
政
史
学
第
四
十
三
号
付け、収穫した甘蕨を全部製糖用に当てるならば、一○年
目
に
は
種
苗
約
一
二
億
五
○
○
万
本
、
収
穫
す
る
甘
蕨
六
二
億
四
六
四
万
本
と
な
る
。
甘
蕨
茎
一
○
○
○
本
当
た
り
白
・
黒
砂
糖
平
均
二
○
斤
製
造
で
き
れ
ば
約
一
億
二
五
○
万
斤
の
砂
糖
と
な
り
、
売
上
げ
は一一二万一一○○○両を見込め、相当の運上金（幸豊の計画
では一○○両につき五両の割合）を上納できるとしている。
また、幸豊は一○月に二五本の廿薦を用いて製造した砂
糖
を
勘
定
所
に
上
納
し
た
際
に
、
こ
れ
に
基
づ
く
「
砂
糖
和
製
几
積」という見積書を提出して、農民が製糖を行う場合十分
採
算
の
合
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
具
申
し
、
さ
ら
に
二
月
一
八
日
に
は
、
田
沼
意
次
の
仲
介
で
御
書
院
の
庭
に
お
い
て
砂
糖
の
試
製
を
行
い
、
こ
の
結
果
を
も
と
に
「
砂
糖
製
法
之
儀
」
と
い
う
見
積
書
を
立
案
し
て
提
出
し
、
改
め
て
農
民
に
と
っ
て
渡
世
の
助
成
と
な
り
和
製砂糖の開産・普及が可能なことを具申している。
この廿蕨増肺仕法を実行するための製糖人口の拡大につ
い
て
は
、
同
年
一
二
月
勘
定
所
に
当
面
の
計
画
と
し
て
「
砂
糖
製
法
望候者有之候〈上、名前書付御役所へ奉指上候様一一仕、壱
人
前
甘
蕨
種
乃
至
拾
本
宛
も
被
下
置
候
様
二
仕
度
奉
存
候
、
右
伝
授
之者几五百人も御座候ハム、種五千本一一而行渡り申候、此
旨
御
公
儀
様
御
余
計
之
御
種
被
下
置
候
様
仕
度
奉
存
侯
、
若
又
右
員
数難被下置候儀二御座侯〈上、最初一一而一一一四人宛も組合拾
八
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本
宛
も
被
下
置
候
様
仕
度
奉
存
侯
」
と
、
製
糖
希
望
者
に
公
儀
種
苗
の
分
与
を
願
い
出
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
う
廿
薦
栽
培
の
技
術
指
導
に
ついては、幸豊自身が「御触流等も被成下候上一一而〈、た
とひ遠国一一御座侯共、相望候者多人数有之候ハム、私罷越
委
細
伝
法
仕
候
」
と
願
い
出
て
、
本
格
的
な
甘
藍
増
殖
と
製
糖
技
術
の伝法に努める決意を披瀝している。
幸
豊
が
明
和
三
年
に
本
格
的
に
和
製
砂
糖
の
開
産
と
伝
法
・
普
及
に取り組む決意をした背景には、まず河野三秀の製糖法を
修
得
し
て
将
来
的
な
成
業
化
に
見
通
し
が
立
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
また、彼自身新田開発に意欲を持っていて、「砂糖沢山一一出
来
為
仕
度
奉
願
侯
趣
意
へ
御
公
儀
御
入
用
不
相
懸
、
山
野
河
海
何
国一一而も御新田開発出来之ため一一仕度心付」と述べている
よ
う
に
、
製
糖
に
よ
る
収
益
を
各
地
の
新
田
開
発
の
普
請
料
に
充
当
する意図があった。そのうえで「蒔く海浜一一宜物と承候一一
付、海浜新田を心掛申身一一〈一方助――も相成」るので、甘
蕨は手入れをよくすれば「畑壱反歩二蕨壱万本程も出来仕
候二付、壱本之代永三分二仕候而も金一一一両程二者罷成候巾
一一御座侯、肥代を引候而も手間代程者御座候物」であり、
「
秋
之
末
二
苅
出
シ
瓜
・
茄
子
ヲ
駅
場
へ
持
出
売
候
様
成
義
二
罷
成、百姓共渡世之扶ケニ罷成義と奉存侯」というように、
商
品
作
物
と
し
て
の
価
値
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
和製砂糖開産史の研究（仙石）
池
上
幸
豊
に
と
っ
て
明
和
三
年
は
前
述
の
よ
う
に
和
製
砂
糖
の
開
産と普及に本格的に取り組むようになった両期であった。
そ
の
後
、
明
和
四
年
に
一
万
五
○
○
○
本
余
の
廿
蕨
を
囲
い
置
く
ま
で
に
な
っ
た
幸
豊
は
、
い
よ
い
よ
全
国
的
な
甘
蕨
栽
培
法
と
製
糖
法
の
伝
法
を
実
行
す
る
計
画
を
立
て
、
明
和
五
年
三
月
に
勘
定
所
へ
次のような廻村伝法願いを提出している。
（前略）
さ
ら
に
、
幸
豊
は
宝
暦
二
年
に
田
村
元
雄
の
製
糖
法
の
普
及
役
と
し
て
推
薦
さ
れ
て
い
た
が
、
彼
の
立
案
し
た
甘
蕨
増
殖
仕
法
な
ど
の
計
両
が
田
村
元
雄
が
親
し
く
し
て
い
た
田
沼
意
次
の
内
覧
を
経
て
勘
定所へ提出していることから推測すれば、幸豊の決意の背
後
に
は
田
沼
意
次
の
政
策
的
な
意
向
が
は
た
ら
い
て
い
た
と
も
考
え
られる。
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
延
享
三
年
に
甘
蕨
苗
を
入
手
以
来
製
糖
法
の
修
得
に
努
め
、
宝
暦
二
年
田
村
元
雄
の
製
糖
法
の
伝
授
を
受け和製砂糖開産の普及役を勤めることになった幸豊は、
明和二年河野一一一秀の製糖法を修得することによって、翌一一一
年
か
ら
幕
府
の
和
製
砂
糖
開
産
・
普
及
政
策
を
在
野
に
お
い
て
推
進
する役割を担うことになった。
二
池
上
幸
豊
と
製
糖
法
の
伝
法
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『和製砂糖伝法之儀、諸国一円一一被仰渡無之候而〈
事狭相成、随而〈御国益も少御座候二付、御料所之
分
不
残
砂
糖
製
法
為
伝
授
相
廻
候
趣
、
相
対
を
以
謝
礼
金
壱
（分）
人一別金三歩宛差出候外何二而も入用不相懸趣共得心
一一而伝法望侯もの〈、其所御支配ノー江名前書出、
夫
よ
り
地
方
御
役
所
へ
御
取
揃
之
上
私
へ
被
仰
渡
、
伝
法
之
儀
〈
右
名
前
書
を
以
其
最
寄
へ
罷
越
、
伝
法
人
拾
人
余
宛
も
相
揃
置
、
製
法
之
儀
一
子
之
外
他
江
相
伝
仕
間
敷
旨
証
文
取
候
上
伝
授
仕
、
謝
礼
金
請
取
可
申
候
、
尤
去
年
作
立
候
廿
藤
井浜御庭之甘藤被下置候分とも壱万五千本余囲置候
間
、
伝
法
之
儀
井
種
甘
薦
渡
方
等
之
儀
左
之
通
御
座
候
、
勿
論私壱人一一而手廻兼侯ハム、伝法人之内慥成者を差
遣伝法為仕候様一一も仕度是又奉申上候
伝法人数凡千人一一而種一一可相渡分
一
、
甘
薦
壱
万
本
程
但
、
壱
人
二
付
拾
本
ツ
ム
右
同
断
製
法
之
分
一
、
同
三
千
本
程
是
者
製
法
伝
法
望
人
拾
人
程
ツ
ュ
最
寄
へ
集
、
甘
薦
三
拾
本程シＬ差出黒白砂糖製法、右望之者共一一も手製
為
仕
無
残
所
相
伝
可
仕
候
右
渡
方
製
法
之
分
共
甘
薦
壱
万
三
千
本
程
之
内
、
製
法
之
分
〈私持参可仕候得共、種二相渡候分望之者名前相知
次
第
在
所
迄
地
方
御
役
所
御
送
り
状
を
以
差
遣
候
積
り
、
右
取
方
之
儀
〈
私
引
請
相
勤
、
運
送
賃
銭
之
儀
者
謝
礼
金
之
内
在請取侯様仕度奉存候
一、謝礼金之儀、相伝人数千人一一而金七百両余一一も相
成
候
間
、
右
金
子
〈
地
方
御
役
所
江
相
納
、
外
貸
附
金
同
様
一一仕在方江御貸附被成下、右利分〈新田開発可致者
江御吟味之上新田為普請料無利足一一御貸渡被下侯〈
上
、
出
来
兼
候
新
田
も
容
易
二
出
来
仕
、
御
益
二
相
成
可
申
儀
奉
存
候
一
、
謝
礼
金
請
取
候
儀
、
伝
法
人
千
人
有
之
金
七
百
両
余
一
一
も
相成候事一一而、私旅中持参仕候儀無覚束奉存候間、
場所一一而請取候上其村役人江預置、御年貢金納候節
其
支
配
御
役
所
江
相
納
、
夫
汐
地
方
御
役
所
江
御
達
御
座
候
様仕度候、併大坂御金蔵納等二相成候村有之私方江
於
場
所
請
取
帰
着
之
節
相
納
候
様
仕
度
侯
、
尤
金
子
預
書
付
正金共一同勘定仕候上、右金子之内汐私場所動日数
を以木銭・米代・筆墨・紙代弁廿薦附送駄賃銭帳面
を
以
御
渡
被
下
、
且
又
望
之
者
江
相
渡
候
種
甘
薦
運
送
賃
銭
之分〈其時々右金子之内汐請取申度奉存候
一、江戸・京・大坂三ヶ津町人之内二も砂糖製法望候
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者
有
之
候
〈
上
、
甘
薦
〈
私
持
参
仕
和
製
砂
糖
伝
法
仕
、
諸
事
在
方
村
々
同様取計候様仕度奉存候
一
、
私
儀
五
年
以
前
申
ノ
年
、
一
色
安
芸
守
様
御
懸
リ
ニ
而
所
新田為見立被差遣候節馬壱疋・人足壱人被下置候、
此
度
砂
糖
製
法
被
仰
付
侯
ハ
ム
、
右
諸
道
具
も
持
参
仕
、
殊
遠国迄も罷越候儀二付、人足壱人相増被下置候様仕
度奉願侯（後略）
この願書の要点は次のとおりである。
日
伝
法
は
諸
国
の
幕
府
直
轄
領
一
円
に
行
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
当
面
千
人
の
製
糖
希
望
者
を
募
り
代
官
所
に
届
け
出
さ
せ
、
代
官
所
で
は
名
前
書
を
作
成
し
て
地
方
役
所
（
関
東
郡
代
役
所
）
に
提
出し、地方役所はこれを幸豊に引き渡す。
ロ
幸
豊
は
名
前
書
を
も
と
に
製
糖
希
望
者
の
最
寄
地
に
廻
村
し
て
伝
法
す
る
。
こ
の
と
き
製
糖
用
の
甘
鳶
は
幸
豊
が
持
参
し
、
種
苗
は地方役所の送付状をつけて幸豊が在所へ駅送する。
ロ
製
糖
法
の
伝
法
を
受
け
る
者
に
は
、
一
子
の
外
他
に
相
伝
し
な
い
旨
の
証
文
を
提
出
さ
せ
（
明
和
三
年
一
二
月
の
立
案
で
は
伝
法
を受けた者の糸に製糖を許し、他への相伝は禁止）、謝
礼金一一一分を納付させる（同じく明和三年一二月の立案で
は金二両である）。
四
謝
礼
金
は
一
旦
地
方
役
所
へ
納
め
た
う
え
在
方
に
貸
付
け
、
そ
和製砂糖開産史の研究（仙石）
の
利
息
は
新
田
開
発
を
行
う
者
へ
普
請
料
と
し
て
無
利
息
で
貸
付
けろ。
⑤
伝
法
中
に
受
け
取
っ
た
謝
礼
金
の
処
理
は
、
そ
の
所
の
村
役
人
に預け置き、年貢納入時に代官所を経由して地方役所に
納めさせる。
㈹
幸
豊
の
勤
務
日
数
に
応
じ
た
木
銭
・
米
代
・
筆
墨
紙
代
・
廿
藤
付け送り駄賃銭などの経費は伝法終了後精算するが、甘
薦苗の運送賃銭はその時々に謝礼金の内より受け取る。
㈲
関
東
郡
代
役
所
の
支
配
外
の
江
戸
・
京
・
大
坂
の
製
糖
希
望
者
にも在方と同様に伝法する。
㈹
伝
法
中
に
は
幸
豊
に
馬
一
疋
と
人
足
二
人
を
与
え
る
。
こ
の
よ
う
な
廻
村
伝
法
願
に
対
し
て
勘
定
所
で
は
同
月
中
に
、
謝
礼
金
を
金
二
分
に
引
き
下
げ
、
そ
の
使
途
は
廻
村
伝
法
入
用
に
の
ゑ
引
き
当
て
る
こ
と
を
決
め
、
そ
の
他
は
幸
豊
の
願
い
を
聞
き
届
け
、
ま
ず
江
戸
・
武
蔵
・
相
模
・
下
総
・
上
総
・
安
房
・
常
陸
・
上
野
・
下野・伊豆・甲斐・陸奥・出羽諸国の幕府直轄領を支配す
る代官所と預所へ製糖希望者を募るため次のような触流し
を行っている。
（前略）此度伊奈備前守支配所武州橘樹郡大師河原村
百姓太郎左衛門砂糖製法心懸居候二付、右伝法諸国へ
相
弘
メ
度
之
旨
相
願
候
二
付
、
松
右
近
将
監
殿
江
申
達
、
先
関
八九
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東
筋
・
江
戸
町
方
望
候
者
へ
相
伝
い
た
し
候
積
り
御
下
知
相
済
候二付、左之国女御料所村々江も相触、望候者名前備
前守地方所へ差出、其上二而大郎左衛門其場所江相廻
り
伝
法
い
た
し
、
為
謝
礼
金
二
分
シ
Ｌ
伝
授
請
候
も
の
る
御
代
官所・御預所江取立備前守地方役所へ可被相納候
武
蔵
・
相
模
上
野
下
野
安
房
上
総
下
総
常
陸
甲
斐
伊
豆
陸
奥
出
羽
右
国
々
御
代
官
所
・
御
預
所
之
相
望
候
も
の
名
前
備
前
守
地
方
役所江差出、其殿御勘定所江も可被相届候（後略）
ま
た
、
江
戸
市
中
に
も
同
趣
旨
の
町
触
が
出
さ
れ
、
「
町
中
家
持
〈不及申、借屋・店かり・裏々召仕等迄不洩様申聞」せる
よ
う
に
と
布
令
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
明
和
五
年
に
は
廻
村
伝
法
体
制
は
整
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
管
見
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
九
月
ま
で
に
駿
河
国
富
士
郡
今
泉村八右衛門、下野国佐野郡小曽戸村又八、相模国高座郡
新
戸
村
庄
兵
術
の
製
糖
希
望
者
が
出
た
だ
け
で
、
当
初
に
目
論
見
し
た希望者数に程遠い情況であったことや、伝法に際しての
謝礼金は幸豊の徳用に当てるもので、伝法は「畢覚為渡世
売
薬
杯
之
法
ヲ
弘
メ
侯
」
も
の
で
あ
る
と
誤
解
さ
れ
た
風
評
が
江
戸
市
中
に
流
布
し
た
こ
と
が
重
な
っ
た
た
め
か
、
結
局
こ
の
年
の
廻
村
伝
法
は
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
法
政
史
学
第
四
十
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ところで、この廻村伝法とは御用違いであったが、同年四
月
、
幸
豊
は
高
松
藩
主
松
平
讃
岐
守
頼
恭
の
要
望
に
よ
り
江
戸
藩
邸
に
お
い
て
藩
士
吉
原
半
蔵
に
製
糖
法
の
伝
授
を
行
っ
て
い
る
。
「
和
製砂糖一件御用相勤来候由緒書」によると、「明和五子年
四月中、和製砂糖伝法之義、松平讃岐守様津而御所望一一両
永御出入一一も被仰付侯間、右二付御近習吉原半蔵殿江委細
伝法仕候、右製法之砂糖追々手広二出来、民用一一も相成、
他
領
江
御
差
出
被
成
候
節
者
御
掛
合
之
上
差
図
ヲ
詩
御
売
捌
可
被
成
旨
、
御
同
役
倉
知
弥
次
郎
殿
井
御
用
人
矢
野
源
右
衛
門
殿
御
加
印
之
一札、於御殿二堀多仲殿御立合一一而御渡シ被成、其後為御
挨
拶
と
白
銀
二
枚
被
下
置
候
事
、
但
、
此
壱
ヶ
条
〈
御
用
筋
一
天
無
之
候
得
共
、
四
国
辺
江
伝
法
最
初
之
儀
二
付
、
一
ト
通
相
認
申
置
候
儀
二
御
座
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
録
は
吉
原
半
蔵
が
提
出
した次のような「砂糖伝授法二付差出一札」によって裏付
けられる。（前欠）
其
元
儀
、
従
前
々
御
入
魂
二
致
候
二
付
、
砂
糖
製
之
儀
承
申
度
存候処、伝法之儀者難言成由一一而、廿簾取扱之始末物
語り、其上合薬壱色申請度存候、然ル上者此已後向分
工
夫
を
以
製
法
致
覚
白
黒
砂
糖
出
来
候
共
、
其
元
御
物
語
を
以
工
夫
成
就
可
致
儀
二
付
、
御
伝
授
有
之
候
同
様
二
相
心
得
可
申
九○
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候右
御
物
語
之
次
第
一
子
之
外
他
言
致
間
舗
候
、
但
拙
者
手
伝
之
者
老
人
御
物
語
之
趣
為
申
聞
置
致
候
二
付
、
此
者
儀
一
子
之
外
他一一一一口致間舗旨之証文取之指遣候、右之外決而他言致間
舗候、尤唯今迄旦那領地之内一一而砂糖製法致候者壱人
も
無
之
候
、
此
已
後
枇
他
之
伝
法
を
以
和
製
砂
糖
出
来
候
杯
と
申儀領分一一おゐてく決而致せ申間舗候
右砂糖出来之上民用一一も相成、旦那領知之外江も指出
候様一一罷成候節者其元被掛合候而指図を請可申候、御
沙
汰
不
申
他
領
江
決
而
指
出
申
間
舗
候
右
之
通
少
も
違
乱
致
間
舗
候
、
為
後
証
佃
如
件
明
和
五
子
年
四
月
吉
原
半
蔵
④
証
人
倉
知
弥
次
郎
④
池
上
太
郎
左
衛
門
殿
御
子
息
池
上
太
郎
右
衛
門
殿
右
之
通
相
違
無
之
候
、
以
上
矢
野
源
右
衛
門
⑩
高松藩では宝暦年間から藩医池田玄丈に命じて製糖法の
調
査
に
取
り
組
ん
で
い
た
が
そ
の
成
果
を
あ
げ
る
ま
で
に
至
ら
な
か
った。そこへ明和五年三月、幸豊が幕府直轄領への廻村伝
法を許可されたことを知った藩主が「達而御所望」し吉原
和製砂糖開産史の研究（仙石）
半
蔵
を
遣
わ
し
製
糖
法
の
伝
授
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
幸
豊
の
行
っ
た
伝
法
の
仕
方
は
甘
薦
の
取
り
扱
い
や
製
糖
の
仕
方
に
関
す
る
理
論
伝
授
で
あ
っ
た
の
で
、
吉
原
半
蔵
は
「
甘
薦
取
扱
方
之
始
末
御
物
語
」
と
製
造
の
際
に
用
い
る
「
合
薬
」
を
頂
戴
で
き
れ
ば
、
自
分
で
製
糖
の
工
夫
を
行
い
た
い
と
し
て
い
る
。
自
ら
伝
授された内容は一子の外は他一一一一Ｍせず、「手伝之者壱人」につ
い
て
も
同
様
の
証
文
を
提
出
さ
せ
る
。
ま
た
、
将
来
和
製
砂
糖
が
で
きたときにはこれは幸豊の伝法によるものであることを周
知
さ
せ
、
さ
ら
に
砂
糖
が
民
用
に
な
る
程
製
造
し
、
他
国
へ
も
販
売
す
る
と
き
に
は
幸
豊
と
相
談
の
う
え
行
う
こ
と
を
誓
約
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
高
松
藩
で
は
藩
主
導
に
よ
る
製
糖
法
の
開
発
を
す
す
め
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
は
、
池
田
玄
丈
の
門
弟
向
山
周
慶
が
前
年
に
上
方
で
幸
豊
に
伝
授
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
製
糖
法
を
も
と
に
小
規
模
な
砂
糖
の
試
製
に
成
功
し
、
さ
ら
に
寛
政
元
年
二
七
八九）冬に製造した砂糖を藩に献上するに及んで、同藩で
は翌年に周慶に達書を与え、藩内への製糖法伝法を命じて
いる。以来、高松藩の和製砂糖製造は急速に進承、寛政六
年には讃岐の黒砂糖として大坂に出荷され、享和元年二
八○一）にはすでに米・綿・雑穀・塩とともに砂糖は藩営
事業の主要な国産品として江戸・大坂への販売師の対象に
な
っ
て
い
た
。
九
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このように高松藩における和製砂糖の成業化の背景に幸
豊の協力があったことを考えると、後述の三回にわたる廻
村
伝
法
や
自
宅
に
お
け
る
伝
法
に
よ
っ
て
和
製
砂
糖
の
開
産
・
普
及
に果たした役割の重要性をおしはかることができる。
さて、明和五年の廻村伝法の中止以後、幸豊は翌年から
自宅においても製糖法の伝法を始めた。
池上家文書「糖製伝法人」の記録によれば、明和六年一
一
月
に
駿
河
国
富
士
郡
今
泉
村
八
右
衛
門
以
下
六
名
が
記
さ
れ
て
い
る。内訳は江戸一名、甲斐三名、駿河二名である。さらに
明
和
七
年
に
は
武
蔵
二
名
、
陸
奥
一
名
、
明
和
八
年
に
は
武
蔵
一
名
、
下
野
一
名
、
安
永
二
年
に
は
越
後
一
名
と
い
う
よ
う
に
伝
法
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
伝
法
人
数
は
、
幸
豊
が
当
初
計
画
し
た
よ
り
も
極
め
て
希
望
者
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
現
地
に
廻
村
せ
ず
、
自
宅
に
お
い
て
伝
法
を
行
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
明
和
九
年
に
な
る
と
、
武
蔵
・
下
総
・
下
野
・
常
陸
の
幕
府
直
轄
領
・
私
領
の
村
々
か
ら
伝
法
希
望
者
が
出
て
き
た
た
め、同年二月再びこれらの村々への廻村伝法願を提出し、
安永一一一年（一七七四）二月勘定所の許可を得て、二月一一七
日から三月一一七日まで廻村し、下総五名、常陸一名、下野
四名、武蔵二名の合計一二名に伝法した。また、旅中に持
参した甘薦苗が根枯れしたため帰村後改めて種苗を送り伝
法
政
史
学
第
四
十
三
号
法を約束した者が一○名（下総・常陸各五名）もいた。
これが幸豊による第一回目の廻村伝法であったが、その
成果については「銚子表・常陸杯〈相応一一出来仕、江戸表
へも差出侯」と報告されているので一応所期の目的を果た
し得たのであろう。ただし、このときの伝法は甘薦の栽培
に重点が置かれていたと考えられる。
その後、幸豊は安永四年四名（江戸一名、下総一名、下
野二名）、同五年五名（武蔵一名、上野二名、出羽一名、
陸奥一名）、同七年二名（武蔵・信濃各一名）、同八年武蔵
二名、天明一一一年二名（江戸・下野各一名）、同六年江戸一
名
と
、
安
永
四
年
か
ら
天
明
六
年
ま
で
に
一
六
名
に
自
宅
伝
法
を
行
っている。
そこでこのように伝法希望者の増加を見込めるようにな
ったことや、安永三年の廻村伝法の経験もあって、幸豊は
安永七年二月東海道筋・畿内・中国筋への廻村伝法願を
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
願
い
は
す
ぐ
に
実
現
せ
ず
、
天
明
六
年二月に改めて提出した廻村伝法願が四月に勘定所に許可
され、第二回目の廻村伝法が実現することになった。
こ
の
廻
村
は
四
月
一
三
日
に
大
師
河
原
村
を
出
立
し
八
月
五
日
に
帰村しているが、廻村中の伝法人数は七七名（駿河四名、
遠江一一名、大坂一一名、京一一一名、山城五三人、近江八名、美
九
一
一
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濃
三
名
、
信
濃
一
名
、
甲
斐
一
名
）
で
あ
る
。
こ
の
内
と
く
に
山
城
国
に
は
伝
法
希
望
者
が
集
中
し
て
い
る
。
幸
豊
自
身
は
こ
れ
ら
へ
の
伝
法
を
行
う
か
た
わ
ら
、
勘
定
所
か
ら
内
命
さ
れ
て
い
た
廿
薦
植
付
地の見立てを積極的に行っている。ちな糸に山城国で伝法
を
受
け
た
者
の
階
層
は
五
三
名
中
四
九
名
が
庄
屋
、
四
名
が
年
寄
で
あ
る
。
他
国
の
者
も
同
様
の
階
層
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
幕
府
は
甘
薦
を
新
た
な
商
品
作
物
と
し
て
育
成
し
、
あ
わ
せ
て
山
城
国
を
中
心
に
し
た
畿
内
及
び
そ
の
周
辺
に
製
糖
業
の
振
興
を
は
か
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
池
上
家
文
書
「
和
製
砂
糖
諸
用
留
拾
」
の
天
明
六
年
一
○月の記載に「上方一一而伝法人大勢有し、大意一冊板行」
したとある。ここに記された「大意」とは『砂糖伝法大意」
と
い
う
幸
豊
の
刊
行
し
た
製
糖
手
引
書
で
あ
る
。
こ
の
書
物
は
、
廻
村
伝
法
の
際
に
、
製
糖
伝
法
用
の
甘
薦
は
持
参
し
た
が
、
植
付
け
用
は帰村後大師河原村より送付することになっていたので、
大
勢
の
伝
法
人
に
製
糖
法
修
得
を
促
す
た
め
に
配
布
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
の
内
容
は
、
重
要
な
部
分
は
「
口
伝
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
も
と
に
甘
鳶
栽
培
・
砂
糖
製
造
を
試
ゑ
て
も
う
ま
く
い
く
と
は
思
え
な
い
内
容
で
あ
る
が
、
初
め
て
の
基
本
的
な
手
引
書
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
幸
豊
の
直
接
的
な
伝
法
と
あ
わ
せ
て
利
用
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
和製砂糖開産史の研究（仙石）
さ
て
、
二
回
目
の
廻
村
伝
法
後
、
幸
豊
は
天
明
七
年
に
駿
河
二
名
、
下
野
一
名
に
自
宅
伝
法
を
行
っ
た
が
、
天
明
八
年
に
は
駿
河
国
富士郡周辺から伝法希望がいたことや、すでに伝法を受け
ていた者から甘藤増殖仕法の伝法依頼があり、さらに幸豊
自身この地での「植付置候場所見届、当年製法可仕分と来
春之苗一一可仕との分量も見計、作立方之指図等仕度」との
理由で、第三回目の廻村伝法願を勘定所に提出している。
勘定所では前回の廻村伝法の事後処理が滞っていることを
理由に廻村には難色を示していたが、甘薦植付方の担当が
幸豊の師成島道筑の子忠八郎と忠八郎の養子仙蔵になった
こともあって、五月に願いは許可され、同月晦日に大師河
原村を出立し、駿河で七名、相模で二名、甲斐で一名、合
計
一
○
名
に
伝
法
を
行
い
、
七
月
一
日
に
帰
村
し
て
い
る
。
ち
な
糸
に
、
こ
の
廻
村
の
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
作
立
て
状
況
の
調査では、富士郡今泉村長右衛門の場合は、明和六年に父
八
右
衛
門
が
す
で
に
伝
法
を
受
け
て
廿
薦
栽
培
を
継
続
し
て
い
た
の
で
、
同
郡
五
ヶ
村
に
七
四
四
○
本
の
芽
立
ち
が
あ
り
、
当
冬
の
製
糖
用
に
六
四
四
○
本
、
来
春
の
種
苗
に
一
○
○
○
本
を
当
て
る
程
に
な
っていた。また、天明六年に自宅伝法を受けていた今泉村
唯
七
は
一
四
○
本
、
同
郡
島
並
村
幸
右
衛
門
・
要
次
郎
は
三
七
○
本、駿東郡伏見村星屋喜左衛門は九七○本、さらに天明七
九
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年
に
廿
薦
苗
を
分
与
さ
れ
た
今
泉
村
惣
右
衛
門
は
四
九
○
本
、
同
郡
島
見
塚
村
市
郎
右
衛
門
・
与
兵
衛
両
人
分
は
二
八
○
本
に
増
殖
し
て
い
た
。
幸
豊
が
伝
法
し
た
駿
河
国
で
は
天
明
八
年
に
は
九
六
九
○
本
の
廿
藤
を
生
育
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
駿
河
国
は
富
士
郡
今
泉
村
を
中
心
に
廿
簾
栽
培
が
順
調
に
行
わ
れ
、
幸
豊
の
伝
法
成
果
が
最
も
あ
が
っ
た
地
域
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
幸
豊
は
三
回
目
の
廻
村
伝
法
後
は
専
ら
向
宅
伝
法
の
み
行
っ
た
が
、
寛
政
元
年
か
ら
同
一
○
年
に
没
す
る
ま
で
一
一
三
名
（
武
蔵
四名、相模一名、伊豆二名、常陸三名、一一一河一名、紀伊一
名
、
丹
波
二
名
、
陸
奥
二
名
、
肥
前
二
名
、
土
佐
一
名
、
国
名
不
明
四名）に伝法している。
こ
の
中
に
は
享
保
年
間
か
ら
和
製
砂
糖
の
開
産
を
模
索
し
て
い
た
土
佐
藩
の
製
糖
業
を
再
興
し
た
馬
詰
権
之
助
親
音
が
い
た
。
（天明）
池
上
家
文
書
「
和
製
砂
糖
一
件
御
用
相
勤
来
候
山
緒
書
」
に
「
同
九
酉
年
正
月
中
、
松
平
土
佐
守
様
・
肥
前
島
原
松
平
主
殿
頭
様
よ
り
砂糖製伝之儀御願二付、御家来中江伝法可致旨、右御用掛
り成島忠八郎様より御達し一一付、夫々取締証文受取之伝授
仕
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
松
平
士
佐
守
の
家
来
と
は
馬
詰
親
音
で
あ
る。この伝法については「馬詰親脊日記」の寛政元年二月
二九日の条に「御暇奉願御馬拝借仕、川崎池上太郎左衛門
方へ罷越、尤大郎左衛門数代浪人一一而砂糖製候事仕覚候一一
法
政
史
学
第
四
十
三
号
付、去年天下へ右之製法弘め候様被仰付、依之右弟子二相
成候唱二而罷越候、砂糖之伝法口授等承之、為謝礼金二百
疋
遣
之
、
右
謝
礼
之
儀
も
上
よ
り
御
詫
被
仰
出
候
而
有
之
也
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
藩
命
に
よ
り
幸
豊
か
ら
伝
法
を
受
け
た
こ
と
明
ら
か
（週）
である。
ま
た
、
幸
豊
は
寛
政
二
年
八
月
か
ら
来
春
ま
で
江
川
太
郎
左
衛
門
代
官
所
支
配
の
八
丈
島
の
久
五
郎
を
製
糖
見
習
人
と
し
て
受
け
入
れ
ている。
そ
の
と
き
江
川
代
官
所
か
ら
幸
豊
に
宛
て
ら
れ
た
達
書
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
江
川
太
郎
左
衛
門
代
官
所
伊
豆
国
附
八
丈
島
百
姓
久
五
郎
右
者
此
度
甘
薦
植
附
砂
糖
製
法
之
儀
、
伊
奈
右
近
将
監
支
配
所武州池上新田池上太郎左衛門方江当時汐来春迄罷
越
為
見
習
、
往
女
島
方
之
も
の
江
申
教
候
〈
Ｌ
島
方
渡
世
之
筋
一
一
も
可
相
成
趣
を
以
、
久
五
郎
逗
留
中
御
扶
持
方
被
下
置
、
植
附
製
法
為
見
習
申
度
段
申
立
被
相
伺
候
二
付
、
右
之
段
本
弾
正
大
粥
殿
江
中
上
候
処
、
伺
之
通
申
渡
、
久
五
郎
逗
留中壱人扶持被下候段是又可申渡旨仰渡侯、尤池上
太
郎
左
衛
門
江
も
右
砂
糖
等
伝
授
可
致
旨
申
渡
候
様
右
近
将
九
四
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監
江
相
達
置
候
間
、
得
其
意
出
精
い
た
し
伝
授
可
請
旨
久
五
郎
江
可
被
申
渡
候
右
之
通
於
御
勘
定
所
被
仰
渡
候
間
、
右
久
五
郎
差
遣
条
、
甘
藤
植附砂糖製法之儀見習伝授請候様心を添教為習候様可
致侯、以上
戊
八
月
什
一
日
江
川
太
郎
左
衛
門
役
所
④
池
上
新
田
池
上
太
郎
左
衛
門
江川代官所が支配地の八丈島に甘薦を植付け製糖業を興
す
た
め
勘
定
所
の
許
可
を
得
て
幸
豊
の
も
と
に
久
五
郎
を
製
糖
見
習
人として遣わした事例である。
一
方
、
前
述
の
「
糖
製
伝
法
人
」
に
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
幕
府
役人に対しても伝法している。
「和製砂糖一件御用相勤来侯由緒書」によると、「（寛政）（喜
二戊年二月、吹上御奉行明楽鉄之亟様御支配筆頭役木村又
之）助様
、
役
人
目
付
坂
田
伝
兵
衛
殿
、
御
掃
除
之
も
の
小
右
衛
門
殿
、
忠
蔵
殿
、
小
普
請
方
之
も
の
嘉
左
衛
門
殿
、
半
六
殿
、
右
六
人
之
衆
江
吹
上
甘
薦
御
試
之
製
法
掛
り
被
仰
付
侯
間
、
製
法
伝
授
可
致
旨
御
小納戸御頭取森川甲斐守様村上志摩守様御立合一一而被仰渡
候
二
付
、
伝
法
可
仕
旨
成
島
仙
蔵
様
よ
り
被
仰
度
伝
法
仕
候
事
」
と
和製砂糖開産史の研究（仙石）
あ
り
、
「
吹
上
甘
薦
御
試
之
製
法
掛
」
に
新
任
し
た
役
人
に
伝
法
を
命じられている。ここに出てくる木村又助（喜之）は同年
一二月幕命により紀州へ製糖法普及のため派遣されたが、
その際にも幸豊のもとに立ち寄り製糖法について伝法を乞
う
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
は
製
糖
を
終
え
て
い
た
た
め
、
前
年に製造した白砂糖・紅砂糖二品と前述の八丈島の久五郎
が製造した白砂糖を見せ、さらに製法の次第を書付にして
与えている。木村又助は幸豊からの伝法と紀州での経験を
も
と
に
寛
政
九
年
「
砂
糖
製
作
記
」
と
い
う
製
糖
技
術
書
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
尽
力
で
紀
州
で
は
寛
政
一
二
年
に
「
砂
糖
方
」
が
設
置
ざ
れ
和
製
砂
糖
の
成
業
化
が
す
す
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
った。以上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
明
和
三
年
か
ら
本
格
的
な
和
製
砂
糖
の開産と普及に取り組んできた幸豊は寛政一○年に没する
ま
で
に
二
○
余
カ
国
の
一
五
二
名
に
伝
法
し
、
そ
の
後
寛
政
期
か
ら
化
政
期
に
か
け
て
盛
業
化
す
る
高
松
藩
・
土
佐
藩
・
紀
州
藩
な
ど
の
製
糖
業
の
成
立
に
対
し
て
、
そ
の
萌
芽
期
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
三
結
び
に
か
え
て
わ
が
国
に
お
け
る
和
製
砂
糖
の
開
産
は
、
長
崎
貿
易
に
よ
る
正
貨
九五
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そ
こ
で
幸
豊
は
甘
薦
の
増
殖
と
製
糖
技
術
の
伝
法
に
あ
た
っ
て
は
、
幕
府
か
ら
必
要
最
小
限
度
の
経
費
を
支
給
さ
れ
る
だ
け
で
、
殆
ん
ど
自
費
で
行
っ
て
い
る
。
一方、幸豊が和製砂糖の開産・普及を果たすため抱いて
の
海
外
流
失
抑
制
策
と
し
て
国
産
化
の
必
要
性
が
唱
え
ら
れ
、
こ
れ
が
享
保
改
革
期
に
殖
産
興
業
策
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
になった。
こ
の
事
業
は
幕
府
の
主
導
で
は
じ
ま
っ
た
が
、
財
政
経
済
上
の
事
情
も
あ
っ
て
そ
の
実
質
的
な
開
産
と
普
及
は
在
野
に
委
ね
な
け
れ
ば
ならなかった。
かかる中で、成島道筑に師事し、新田開発を行い殖産興
業
に
意
欲
的
で
あ
っ
た
池
上
幸
豊
が
田
村
元
雄
の
推
薦
に
よ
っ
て
甘
薦
栽
培
と
製
糖
法
の
普
及
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
田
沼
意次の後援もあって、幕府のおしすすめる和製砂糖の開産
と普及を実質的に担う地位を得たのである。
幸豊が和製砂糖の開産と普及への取り組みをはじめた根
底
に
は
、
当
初
、
甘
薦
は
新
田
の
作
付
け
作
物
と
し
て
有
利
で
あ
り
、
商
品
作
物
と
し
て
認
識
し
、
栽
培
を
広
め
る
な
ら
ば
農
民
の
渡
世の扶助になり、これが全国的に普及し製糖業が成立した
あ
か
つ
き
に
は
収
益
の
一
部
を
新
田
開
発
の
助
成
に
あ
て
よ
う
と
す
る構想があった。
法
政
史
学
第
四
十
三
号
い
た
構
想
は
、
白
甘
薦
植
付
地
の
拡
大
と
甘
蕨
増
殖
を
第
一
に
考
え、ロ製糖人口の育成と拡大をはかるための製糖人の組織
化
と
道
具
・
肥
料
な
ど
の
購
入
資
金
の
貸
付
け
仕
法
、
白
製
造
さ
れ
た
和
製
砂
糖
の
流
通
統
轄
機
関
と
し
て
の
砂
糖
座
の
設
立
、
で
あ
っ
た。ロと白の構想は財政経済上の事情や輸入砂糖の流通を担
っていた薬種問屋との関係もあって、幸豊の再三にわたる
出願にもかかわらず実現しなかったが、幸豊は和製砂糖業
の確立について、技術的な伝法の承にかかわらず経営上の
立場からも計画を立案し、幕府にはたらきかけているので
ある。この
よ
う
な
幸
豊
の
和
製
砂
糖
の
開
産
と
普
及
に
対
す
る
取
り
組
糸
は
、
や
が
て
寛
政
期
以
降
各
地
に
甘
藤
の
栽
培
が
盛
ん
に
な
り
、
製
糖
業
が
成
立
し
て
和
製
砂
糖
が
輸
入
を
凌
駕
す
る
ま
で
に
発
展
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
基
盤
を
築
く
の
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
である。
註（
１
）
わ
が
国
に
お
け
る
砂
糖
に
つ
い
て
の
記
録
は
、
天
平
勝
宝
八
年
（七五八）、光明皇后が聖武天皇の遺品などを東大寺に施入
した際記録された東大寺献物帳中の「奉盧舎那仏種を薬帳」
に、六○種に及ぶ薬種の一つとして「蕨糖一一斤十二両一一一
九六
Hosei University Repository
分井椀」と記されているのが、現在知られる初めての記
録例である。
（２）古代からの甘味料としては、蜜。飴・甘葛煎がある。と
くに甘葛煎は「延喜式」に伊賀国をはじめ一二ヵ国の貢進
国名が記されており、藤原行成の「権記」の長保二年（一
○○○）正月七日の条に、「秋田城立用不動可作官府、付
甘葛煎使、送出羽守義理朝臣許」とあり、朝廷から甘葛煎
使を派遣されたようであり、貢納物としての重要性をうか
がわせるものである。
中世における砂糖の利用例としては、京都の神官鈴鹿家
の「鈴鹿家記」応永元年（一一一一九四）の一二月二九日の条
に、「若狭両人ヨリ御歳暮一一白砂糖三十斤上ル」とあり、
御歳暮の贈物に砂糖が用いられている。また、『鹿苑目録』
にも明応八年（一四九九）三月一九日に茶屋三郎大郎より
砂糖一桶が贈られた記事を初出とし、砂糖の贈答が頻雑に
行われていたことが記されており、『信長記』にも土佐国長
曽我部氏より信長に三千斤の砂糖が贈られている。これら
の例は砂糖の普及を物語るものである。さらに、応永年間
に成立したといわれる『庭訓往来』や、『蔭涼軒目録』の長
禄三年（一四五九）の記事に砂糖羊葵を点心に用いていた
とあり、また、大永年間（一五二一～二七）成立の『七十
一番歌合』には、市中で砂糖饅頭を売る人の図が描かれて
いて、砂糖の利用が一般庶民の食生活にまで普及してきた
ことをうかがわせている。
和製砂糖開産史の研究（仙石）
（３）岩生成一「江戸時代の砂糖貿易について」（「日本学士院
紀要」第三一巻一号）
（４）島正三監修『元禄本農業全書』。
（５）栗田元次「新井白石の文治政治』所収。
（６）山脇悌二郎『近世日中貿易史の研究』。
（７）中道等編「川崎市史産業編』所収。
（８）『徳川実紀」第九編（吉川弘文館）。
（９）池上家文書「砂糖伝法人」（川崎市民ミュージァム所蔵）
に初めて記されている。
（、）池上幸豊の和製砂糖開産と普及に関する研究は、中道等
編『川崎市史産業編』、同著『従五位池上幸豊小伝』、樋
口弘『日本糖業史』、渡辺光重「近世糖業と池上太郎左衛
門幸豊」（「経済史研究」第一六巻一号所収）、柵稿「池上
幸豊と和製砂糖について」（「法政史論」第四号所収）、同
「池上幸豊の製糖経営構想について」（「法政史論」第七号
所収）、同「池上幸豊と和製砂糖の拡布について」（村上直
先生還暦記念『日本地域史研究』所収）、四国民家博物館研
究所編「讃岐及び周辺地域の砂糖製造用兵と砂糖しめ小
屋・釜屋八調査報告書Ｖ」がある。
（Ⅱ）『徳川実紀』第九編。
（皿）池上家文書（川崎市民ミュージァム所蔵）。なお、以下
においてとくにことわりのない史料は池上家文書による。
（Ｂ）平尾道雄『土佐藩工業経済史』所収。
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